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赤土（関東ローム）の三軸試験について
星　i埜 和・榎本歳勝

　1　緒　言

　土の強度は試験機械の性能，および試料の採取方法の

如何によって薯るしい相違を示すので，これが実際に如

何なる影響を与えるかを赤土につき試験を行った．

　2　三軸試験機

　本実験に使用した試験機は標準型（供試体70mm×

200nlm）と小型（35　mm×80　mm）の2種類でいずれ

も測圧を一定に保ちながら供試体の高さの1／50程度の

速度で上下圧を加え，高さの1！400の歪毎に読みとり，

土の応力歪曲線，体積変化，強度を求めるものである．

　3　実験内容

　当研究所構内の赤土を以って，自然の状態の土と，一

旦乾燥し加水して締固めた土につき，以下述べる試験を

行った．

　A）　自然士にっいての試験

（1）採取方法による強度の差

　　　採取方法および成型

　　次の採取方法によって試料を所定の寸法（径35mm

　×80mm）に成型の上実験した．

　　イ．円讐押抜機……これは大きな土の塊を掘り取り

　　　　押抜機で作成したもの・

　　ロ．削り出し……これも同様土塊を掘り取り成型機

　　　　で削りながら所定の寸法に仕上げたもの．

　　ノ・・ボーりyグ……径35mm高80　mmの真嬉パイ

　　　　プを地面に打込んで採取したもの．

　　二．再成型……掘り出した自然土を適当に砕いて上

　　　　述の供試体の密度と同じくなるように砕いた土

　　　　の重量を計量し，これを4層に掲き固めて所定

　　　　の寸法に仕上げたもの．

　以上各供試体につき試験した結果を見るに，摩擦角

（φ）は殆んど同じ値を示しているが，粘着力（C）は次

のような相違を示した．押抜機及び削り出しによるもの

は一致し，これを100％とすれば・i〈一　iJソグでは前者の

80％，再成型においては，30％の値に低下した．これの

強度はボーリソグにては試料の採取の際衝撃による試料

内部に微小なクラックを生じ，部分的にこねまぜられた

ことに原因するものと考えられる一また再成型の場合は

自然の土そのものの組織を全くこわして作ったものであ

るが，著るしい強度の低下を見た．

　（2）試料寸法による影響

　a．高さの異なる場合：供試体の高さの差異が強度に

対し如何なる影響をあたえるか試験した・標準供試体

　（35×801に対し径を同一にして高さtS　85　mm，　90　mm，

および40mmを2段にして行ったものである．

　供試体寸法：高さを2段にした供試体（No．4）は標

　　　　供試体寸法　　　　　　準供試体（No．1）

No 径 　　径と高さ高
　　の比率
80

85

90

40×4

2，3

2．4

2．6

2。3

と殆んど同じ値を

示したか高さを大

きくした供試体
（No．2．3）はNo．

1に対し僅かに低

下することを認められた．

　b．径の異なる場合：標準供試体35x80に対し高さ

を同一にして径のみを3．3。3．1にかえて試験した。

供　試　体　寸　法

No 径　　高　鶴轟
35「勇1－2．3
　　　　　　　33　　　　　8D　　　　　2．4

31　　　　　8の　　　　　2．6

強度は前述の高さ

の異なる場合と殆

んど同じ結果を得

た．一般に径と高

さの比率が大きく

なるに従い強度は弱くなり，また比率が2以下では圧密

されて勢断は起きないことがわかった．

　（3）排水型勢断と非排水型要断

　供試体の含有する水と空気を排出させる場合と排出ざ

せない場合との試験を行ったが，後者の方が強度は弱い．

これは水及び空気を排出せぬ場合は間隙圧が働いて粒子・

問の摩擦抵抗が小さくなることから起きるものと考えら

れる．

　（4）　載荷速度の相違による影響

　同一寸法の供試体に対し加重速度を毎分供試体の高さ

の1150と1／100にして比較したものであるブ，遅い

力がやや強度が大きく出た・しかしこの程度の速度差ぽ

殆んど影響がないことがわかった．

　以上自然のままの赤土についての三軸試験結果を見る

に，如何なる状態においても摩擦角の値は殆んど変化し

いなことが注目される．破壊するまでに起る体積変化量

は大体3～4％であるが再成型で作った供試体のみは約

2倍の変化を示した・一般に舅断が起きると体積膨脹が

起きるのが普通であるが，赤土では勢断破壊後の応力の

下向が緩慢で体積変化はあまり著しくないのが特徴であ

る．

　B）　締固め土についての試験

　供試体の大小による影響：赤土を気乾し締固めて2種

の試験機により試験した．使用した赤土の標準締固め試

験の結果は最適合水量84％，最大乾燥密度o．784　kg／cm2

で供試体寸法は標準型70mm×200　mm，小型35　mm×

880mm径と高さの比率は，2．9と2．3である．供試体

の成型は標準締固め試験結果から試料の重量を計算して
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　　　　　　　　　　　成　　　　果　　　　表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

1・繰維鞭1蟹蔀撃
　　　　将抜碧試料採；F

　　　　削出し方法；二：

　　　弟一リング
b強産
　　　　再威型
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る強度の約90ヲ6を示1〆た，供試14：「〕

橘き固め伏件は全く同じで｝、ったつ・．

径と高さ3姥率に2．3と2．9の違い

があり，先．こ述べた寸法ゐ影響、二よる

本丙で供i試体の大小による強礎の差に

よるものではないと思われ乙，

　以上赤土．ウ三軌試験絵果を示せは．
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含クロム高炉スラッグの特性
1・実験の目的

松 下

　この実験は先に本誌（1）に発表したとおり，含クPム鉄

鉱石を高炉で処理し〔Cr〕；・O．1％程度の優艮鉄鉄が得

られるよ5な，炉内で脱クロムを行hせるための操業に

関する一連の実験の一環をなすものである．すなわち溶

銑中のCr　t）ee化還元に伴5高炉スラッグ中のクロム

（Cr「’或はCr”’）の形態を調べようとするものである．

　2．　実験の方法

取敢えずC・0－Sio・－AI203－Cr20sの比較的単純な基本

系から出発し，この混合粉体を予めクソマソ電気炉で一

度溶解し，凝固したものを細く砕いておく・次にこれを

ユ〇－3mmHgてい．ビの真空中で再溶解し，できるだけス

ラッグ中のP。2を低くしてから過冷し，そのガラスの着

色状況を窟量してGr”或はCr”’の存在比率を求めよ

うとしている．更に一度スラッグを真空処理した後，

CO，　CO2或は．CO十CO2　を溶体に作用させて九2を

種々、二変丸，上記と同様な．方法でスラッグの着色模様を

調べようとしている．この際実験温度，スラッグ成分な

どは電要な因子となるぱずである．

　3．　実験の装置

　まず溶解用の電気炉二ついて述べる．第1図に示すよ

うに6本のテコランダムkSic：1発熱体を用いており，

相対する2本を並列：：結び，AI，　AIおよびA皿の単

巻変圧器／2kW〕によ．．．て電圧を掛ける．このう．ちA皿，

A皿は手動式であり，AIには3回線を設けており，た

とえば±と1，2および3との間に，30，40及び50Vが

掛るようにしておき，Pt－Pt・Rhサーモカップルの熱起

幸 雄

膚贋叫猷
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　　　　　5ミH　　A．1、loc）
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　　　シ無
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な？托．

　　第1図　環暖電気炉の自動温度証節才式o概藍缶

電力変化が信号となワてR，，R3或は．R3　L・ず求か一t〕L／）

リレーが作動するようにな・，、ている・こOリンーZ）励磁

にはAIから10DVを炭殆し（いる．従一、て4CO～
1，600⊃Cv．’）va囲内で，任意の一定温慶に長時間躁iつ：と

ができる．
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